
令和４年度 軽米町総合戦略推進委員会 

○日時 令和４年 11月 30日（水） 午後１時～午後３時 20分 

○会場 軽米町役場３階会議室 

○出席者 

 ・軽米町総合戦略推進委員会 

  三宅諭委員長、田名部晴夫副委員長、関向佳子委員、菊池辰也委員、金濱千明委員、 

  平野泰之委員、高橋静子委員、大崎伸幸委員、舘澤徳寿委員、大崎幸男委員、 

工藤節子委員、古舘春代委員、内澤多賀志委員、山田保徳委員 

 ・軽米町 

総務課総括課長、税務会計課総括課長、町民生活課総括課長、健康福祉課総括課長、 

産業振興課総括課長、地域整備課総括課長、議会事務局長、教育委員会事務局総括次長、 

再生可能エネルギー推進室、事務局 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員長、副委員長の選任 

４ 議題 

（1）軽米町人口ビジョン・総合戦略について 

（2）総合戦略の進捗状況と年次計画について 

事務局及び担当課から内容に説明した後、意見交換を行った。 

委員からの主な質問・意見は下記のとおり。 

 

◆基本目標① 地域資源を生かした雇用の創出と産業の振興 

①-1 雇用の創出、①-2 農林畜産業、商工業の振興、①-3 ６次産業化の推進 

【質問】 

・新規就農者の内訳について 

 ⇒令和元年度４人、令和２年度１人、令和３年度２人で累計７人。葉タバコと野菜の複合、

玉ねぎ、肉用牛などである。 

・農業生産額、売り上げの状況について 

 ⇒所得の状況は横ばいというイメージ。所得の高い工芸作物の面積が減っていることもあ

り横ばいと捉えている。 

・ふるさと納税額の状況について 

 ⇒R3：24,694千円、R2：23,759千円、R1：24,430千円 

 

◆基本目標② 結婚・出産・子育ての希望をかなえる環境づくり 

②-1子育て支援環境の充実 ②-2教育環境の充実 ②-3出会いの創出、結婚生活の支援 

【意見】 

・軽米高校の生徒数を増やしていくためには、校長先生によるトップセールスも大事だと考

える。 

・私立高校などでやっている「ダンス部」のような部活を軽米高校でもやってみてはどうか。 



・防災センターの広場の遊具を直してもらいたい。子育て世代の人たちもどんどん年をとっ

ていくので、すぐできるところはすぐやってもらいたい。 

・みんなが求めている公園、集まれる場所の確保をお願いしたい。 

・子育て環境、結婚生活の支援については、役場の中の若い人たちの意見を反映させる必要

がある。実際に支援が必要な人を巻き込むことが重要で、場合によっては高校生も一緒に

考える場があってもいいかもしれない。 

 

◆基本目標③ 魅力あふれる町づくりによる交流と移住の推進 

③-1魅力発信と交流拡大 ③-2移住定住の受入環境づくり ③-3賑わいの創出 

【質問】 

・ふるさと納税で人気のある返礼品について 

 ⇒鶏肉、はちみつ、ビールなどが多く出ている。 

【意見】 

・来年の８月にハイキュー!!が映画化される。8月 19日は土曜日で、多くの人が集まると思

うので、イベントの開催など何か仕掛けていっていただきたい。 

・高齢化や人手不足で物産展などになかなか行けなくなっていることから、町のブランドや

特産品をＰＲしてくれる営業やセールスを雇ってはどうか。 

・賑わいの創出について、フィルムコミッションなど、新たな事業を見つけてみてはどうか。 

・太陽光事業について、町民の電気代がただになるなどのメリットがあればいい。また、軽

米でお金が回るような仕組みも検討してみてもらいたい。魚の皮とか臓物とかも燃料にな

るようだし、木くずや皮の活用なども考えられる。 

・軽米冬灯りの実施にあたり、向川原町内会だけでなく蓮台野や荒町など他の行政区からも

協力をお願いしたく、町からもスタッフ募集に係る全体的な働きかけをお願いしたい。ま

た、予算の拡充などにより、イベントを盛り上げていってもらいたい。 

・ふるさと納税の返礼品について、何がどの時期に伸びているかを分析していく必要がある。 

 

◆基本目標④ 生きがいを持ち安心して暮らせるコミュニティの形成 

④-1支えあい・協働・コミュニティの活性化 ④-2生きがいづくりの推進 

【意見】 

・空き家を使って移住を推進するのであれば、設計事務所などと連携を取りながら若者向け

にリフォームするなどして進めていくのも有効と考える。 

・若者会議に、高校生や中学生を入れることで、将来町に戻って何かしようという考えにつ

ながる可能性があると思う。 

・寿大学など、そういう所にいけない家にいる人を救えるような、小さな事業も大事にして

もらいたい。身近な人が何人でもいいから集まって話をする、それだけの事業でいいので、

みんなが集まれる機会を地域で作っていくのが必要と思う。 

 

（3）地方創生拠点整備交付金事業について 

（4）過疎地域持続的発展計画について 

  事務局より説明。質問、意見等は特になし 


